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1  CentOS の移行を効率化し、アッ
プグレードのリスクを軽減

 Ansible Automation Platform は、以下のツールにより、Red Hat 
Enterprise Linux に移行 (または Red Hat Enterprise Linux をアッ
プグレード) しようとする組織が移行を加速し、移行に関連するリス
クを最小限に抑えられるよう支援します。

 � 移行前の事実収集とオーケストレーション：移行前のイン
フラストラクチャ認識と事実収集を自動化し、ServiceNow 
などの  IT サービス管理  (ITSM) に記録します。Ansible 
Automation Platform は、リカバリー用のシステムスナップ
ショットを作成したり、ホストが完全に更新されていること
を確認したりすることもできます。また、Red Hat Enterprise 
Linux バージョン 7、8、9 のシステム変換や 変換コマンドライ
ンツールの承認プロセスなど、重要な移行前ワークフローを
開始することもできます。

 � C o n v e r t 2 R H E L：移行前の手順に従い、A n s i b l e 
Automation Platform は Convert2RHEL プロセスを大規
模にトリガーして、CentOS システムを Red Hat Enterprise 
Linux 7 に変換できます。 

 � 移行の検証：これには、移行前と移行後の検証チェック、
CentOS ホストのインベントリー管理、移行およびスケーリ
ング中のコンプライアンスチェック、設定後のシステムテスト
が含まれます。

 � アップグレード前のアセスメント：移行後に  R e d  H a t 
Enterprise Linux 7 にアップグレードする場合は、Leapp を
使用してアップグレード前レポートを生成できます。サード
パーティ製ツールに必要なアップデートや再設定が特定され
ます。

2  システムおよび環境全体の一貫
性を実現

 Ansible Automation Platform は主要な管理タスクを自動化
し、潜在的な問題を自動的に修復するため、組織はシステムおよび
運用環境全体で大規模に一貫性を実現することができます。

 Ansible Automation Platform を使用すると、次のことができるよ
うになります。

 � IT ランドスケープ全体の一貫性を維持しながら、Red Hat 
Enterprise Linux システムの設定、デプロイ、管理、スケーリン
グを行う。

 � ハイブリッド環境やマルチクラウド環境を含む IT ランドスケー
プ全体にまたがる複雑な自動化ワークフローを構築する。

 � 物理環境、仮想環境、クラウド環境、エッジ環境の設定を標準化
し、Red Hat Insights によって環境をアクティブに監視してコンプ
ライアンスと設定の問題を特定し、Event-Driven Ansible で修復
を自動化する。

 � システムのパッチ適用とアップグレードを自動化して、スピード、
精度、一貫性を向上させる。

 � Red Hat Insights または Performance Co-Pilot からのデータ
を Event-Driven Ansible のイベントソースとして使用し、CPU 
やメモリー使用率が高いなどのシステムパフォーマンスの問題を
プロアクティブに特定して修復する。 

 Red Hat® Enterprise Linux® は、今日の IT 運用環境の複雑性に対応するために必要なアジリティと安定性を提供します。適切な自動化ソ
リューションを使用することで、資産管理をさらに効率化できます。

 Red Hat Ansible® Automation Platform を使用すれば、Red Hat Enterprise Linux ユーザーはインフラストラクチャの設定、デプロイ、管
理、スケーリングを自動化できるため、一貫性が向上し、手作業と運用コストが削減されます。また、価値実現までの時間が短縮され、全体的
な運用効率が向上します。以下にご紹介する 4 つの高価値のユースケースで、その方法をご確認ください。
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3  Day 2 管理の複雑さを軽減
 標準化した後も、組織は引き続き、手作業で時間のかかる Day 
2 オペレーションに対処する必要があります。これは生産性とイノ
ベーションの妨げとなる可能性があります。Ansible Automation 
Platform は以下の機能によって、Day 2 の複雑さの軽減と時間の節
約を支援します。

 � Red Hat Enterprise Linux システムの稼働を維持するためのパッ
チ適用、バックアップ、再起動、セキュリティ修正を完了する。

 � 通常必要とされる時間をかけずにわずかな時間で、組織全体に
大規模な変更を実装する。

 � 一般的な人為的エラーのリスクを軽減しながら、サーバーを効
率的にスケーリングする。

 � Red Hat Enterprise Linux とサードパーティのアプリケーション
またはシステム間の複雑なワークフローを自動化する。 

 � Red Hat Insights のプロアクティブなモニタリング機能とレポー
ト作成機能を利用して、単一のプラットフォームから組織の運用
環境全体の自動化を監視する。

4  イベント駆動型の自動化で手作
業による介入を最小限に

 Ansible Automation Platform と ServiceNow ITSM が完全に統
合されているため、組織は Event-Driven Ansible を使用して次のこ
とを実現できます。 

 � ServiceNow ITSM、Ansible Automation Platform、その他の
システムやコンポーネント間のクローズドループの自動化プロセ
スを強化する。

 � チケットに関連する事実を収集し、追加のトラブルシューティン
グ・データを提供して、解決を効率化する。

 � さまざまなシステムの問題を自動的に修復して、ダウンタイムを
防ぎ、生産性を最大化する。

 � Event-Driven Ansible 通知サービスを使用して、IT チームが反
応時間を短縮し、生産性を向上させ、摩擦を低減できるよう支
援する。

 � 指定された上限を超える仮想マシンのリクエストなど、特定の条
件が満たされた場合に、サービスカタログの注文を承認者に昇
格する。

詳細はこちら

 こちらの e ブックで、自動化による Red Hat Enterprise Linux の
価値向上について詳細をご覧ください。

今すぐ使ってみる

 自習型の実践的なラボで、Red Hat Enterprise Linux の自動化の
可能性を探求してください。

https://access.redhat.com/ja/recognition
http://facebook.com/RedhatJapan/
https://twitter.com/RedHatJapan
http://linkedin.com/company/red-hat
http://facebook.com/redhatinc
http://twitter.com/RedHat
http://linkedin.com/company/red-hat
http://jp.redhat.com
https://www.redhat.com/ja/resources/automate-red-hat-enterprise-linux-ebook
https://www.redhat.com/ja/engage/redhat-ansible-automation-202108061218

